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出会いの季節。成長の季節。 
皆様、こんにちは。いかがお過ごしですか。桜の季節も終わり、いよいよ今年も始まった感じがしますね！ 

私はというと、新しいクラスと出会い、またワクワクしています。今回のクラスは進学のクラスではなく、

日本にいる目的や、理由が様々な少し大人のクラスを担当する事になりました。今回は担任を持たず、その

代わり複数のクラスに入る事になったのですが、またこれが本当にユニークなクラスでとてもいい出会いと

なった気がします。というのは、目的がバラバラな学生を１つのグループ・クラスとしてコントロールして

いくのはとても難しく、始まって２週間で学生一人一人の反応や態度を注意深く観察することがとても大切

だと痛感し、とてもいい勉強に私自身なっているからです。今回のクラスは日本人とのハーフの学生がとて

も多く、少し驚きました。みんなそれぞれ違う国で育ち、母語は日本語ではありません。でも、何かのきっ

かけで、日本に来て勉強したいと思っている。みんなの真剣な眼差しから、本当に日本語の勉強が必要なん

だとひしひしと伝わっていきます。それと同時に、２つ、３つのアイデンティティーの中で、もがいている

様子が見える学生も見受けられます。言葉イコールアイデンティティーではもちろんないけれど、そこの狭

間で戦っている学生たちの少しでも手助けがしたいと考えながら、彼らはどうやって、自分の霧を晴らして

いくのかな・・と考える今日この頃です。また、最近思うのが、子どもも、大人もみーんな自分と戦ってい

るんだということ。というのは、最近実家に帰り甥や姪に会って来ました。姪は１１歳ですがかなり大人っ

ぽく、もう 158cm!進学校に通っていて、さらに私と同じバイオリン、そして囲碁等毎日練習や勉強に追わ

れています。この前帰った時、バイオリンが思うように弾けず、でもお母さん（私の姉）はバイオリン弾け

ないし、泣きながら私に教えてと言ってきました。もちろん私は教えたのですが、最後に帰る時、姪に言い

ました。「もうバイオリンの練習は誰にも頼れないよ！誰も助けてくれない、だから自分で研究して自分で

頑張るの。私もそうやってやってきたから大丈夫！」こんなこと１１歳に言うのは酷かと思ったのですが、

彼女はよく理解していました。その後練習して私にビデオで送ってきた彼女のバッハは素晴らしかったで

す。教えることは向き合うこと、向き合うことは学ぶこと。最近こんなことがあり、私もそろそろ自分と向

き合わなきゃと考えている Chiko です！今月も顔晴って（がんばって）いきましょう！！   Chiko  

第 5回(前篇) 喜多川泰の親学塾 希望の種をまこう 

2月 21日、喜多川泰の第五回親学塾に行って来ました。この講座はもともと喜多川氏が代表を務める学習塾『聡明舎』

（横浜市瀬谷区と大和市にある小中高生向けの進学塾）で掲げる「生きる力を育てる教育」を行うための保護者向け

の講座でしたが、この講座の評判が高く学校の先生方や他の地域の保護者からも受講したいとの声を受け、2011年か

ら一般向けに全国で開催されるようになった講座です。親学塾のコンセプトは「大人が楽しく学ぶ機会」。語学力UP

にチャレンジする皆さんにもお役に立つと思い講座内容の概略を小林がレポートして参ります。文中の「僕」は喜多

川泰さん本人。斜体の文は小林のナレーションです。 第 5回目の親学塾は「希望の種をまこう」というテーマについ

ての話でした。前後篇の 2回に分けてご案内いたします。今回は前篇です。 

挨拶 早いものでもう最終回です。この半年間で 5回目になりますが色々な話をしてきました。この親学塾というの

は、学びのきっかけだと思って主催をしています。本を書く時も同じなんですけれども、僕の本から学んでほしいな

という想いよりは、どちらかといったら、僕の本を読んで面白いと感じることで、読書の世界に入って行って欲しい

と思って書いています。この親学塾も同じで、この講座で皆さんに何か劇的に何かを変化してもらいたいと思ってや

っているわけではなく、学ぶきっかけになればなと思ってるんです。違う所で違う人と出会えば、いろんなことを学

ぶことができるんです。ただこれがですね、家に閉じこもって 1人きりの場合は、これら一つも得られていないんで

す。1つも経験として自分のものにならないんです。だからこれからも、自分の方から足を動かして、「よしじゃあ、

いろんなことを学んで、学びの多い楽しい人生にしたいな」という風に思って頂ければなというふうに思っています。 

自分を変える 僕が講演をしてですね、先生をしているというのもあるので、講演をしながらいろんなところでいろ

んなことを聞かれます。大体質問をされる方の多くは、「どうやったら喜多川先生みたいにいろんな人の心をつかんで

やる気にさせることができるのか、いろんな人の心をつかんで前向きに変えられるのか、秘訣を教えてください」と

いう感じで言われるんですね。で、この質問に関して答えが大体僕決まっているんですけれども、どうしてもですね、 

 
自分なりに考えていって生き

て行った先に、思ってもみな

い様な壁、苦しみ、挫折を経

験する時があると思います。

周りを探してもどこにも答え

がない時に、本に手を伸ばす

のかなと思います。喜多川泰 

僕の感覚ではその質問をされる方の多くは、変

えたい人がいるんだろうなって思うんです。た

だ、僕は変えたい人はそんなにいないんです。

で、そこが多分スタートの段階での違いなのか

なと思うんですけれども、もちろん生徒に対し

て「こう変わってくれたら嬉しいな」っていう

気持ちはあるんです。でも自分が話をする時に、

「そう変われー、そう変われー」って言うふう

にして話をしているんではないんですね。ただ、

自分自身がこういう生き方が好きなんだよと

か、僕はこう考えるのが好きなんですっていう

ことを話をしているだけなんです。で、その話

しが、聞いている生徒たちが、「いや、なんか面

白そうだな～、この人」とか「この人、その話

しをする時、すごく楽しそうだな～」っていう

ふうに感じてくれれば、たとえその話しが数学

であれ何であれ、ちょっと興味を持ってくれる↗ 

んじゃないかなって思ってはいるんです。例えば僕ら会社なんかを経営していると、人を変えよ

うとすると、例えば一緒に働いてくれている人に対して「この人がこう変わってくれればもっと

うまくいくのに」とか「この人がこういうふうに前向きに変えられなければ、ちょっと会社とし

てはつらい」ということをベースで考えて行くと、あらゆることに対して上手くいかないことが、

自分のせいではなくて他人のせいになってしまう可能性があるんですね。自分のせいだって感じ

られれば、いくらでも直しようがあるわけです。だけど「他人のせいだ」ってなってその人を変

えようとしたらすごく苦しくなってくるっていうことを、やっぱり皆さん経験してるんじゃない

かと思います。ベースにあるのはですね、自分を変えるという事じゃないかと思います。 

人間は所属している場所の数だけ顔を持っています。そしてそれは全部うそではなくって、僕は

本当の自分だと思います。つまり、人間っていうのは、自分のまわりにある環境、もしくは周り

にいる人に対してどう反応するかっていうのが全部違うので、自分の周りにいる全て、自分の周

りにある全てが自分であるとしか言いようが無くなっちゃうんです。全てが本当の自分なんで

す。そうなってくると、他人というのはどうなるかって、自分を映し出す鏡になるんですね。他

の人たちは自分を映し出す鏡ってなると、鏡に映った人が自分なんであれば、「あー、ちょっと

目にゴミがついているね」って言って、鏡の中の顔をこする人っていないですよね。それと同じ

なんですね。他人さまが自分を映してる鏡なのであれば、こいつを何とかしたいというふうに思

った時に、「何だお前は～」みたいな感じで、鏡を一生懸命触ろうとするっていうのは意味のな 



いことなんですね。自分の

顔をこうやって洗えばいい

んです。ですから自分を変

えることで、自分を取り巻

いている世界、自分を写し

ていく世界っていうのは、

どんどん変わって行くんだ

ってことを僕たちは知って

いる必要があるなというふ

うに思っています。子ども

たちはですね、案外、大人

が困ってない時に手を差し

伸べるのをすごく嫌うんで

すね。本人は困ってないん

ですよ。だけど親から見て

ると、「いや、それは困るで

しょ」っていうふうに思う

と、どうしても手を出した

くなるんですね。↗ 

で、口出しするとどうなるかって言うと、もう絶対に嫌がるんですね。ふてくされます。これはちょっとしたことから

含めて始まって、例えば勉強についてもそうだと思うんですね。本人が別に勉強に対して「自分がやらなきゃ」ってい

う気持ちになっていない時、そんなに自分が自分の人生の中で勉強というものが必要だと感じていない、そんな中で「い

や、勉強は必要だ。頑張れ!」って言っても、本人たちが動けるかって言うと動けないと思うんですよね。動こうとし

ない。むしろ、かたくなになるんじゃないかと思います。ですから僕らが子ども達の助けになるのはですね、彼らが困

った時なんだろうと思います。ただ、困った時に「困ってるから助けて」という言葉を子どもたちがいうかって言うと、

なかなか言わないですね。彼らはどういうふうにしてこの危機を乗り越えようとするかというと、自分の親の姿を見て

乗り越えようとするんじゃないかと思います。だから 1つの例としてですけれども、僕たちが何かに学んでいく姿勢だ

ったリ、楽しみながら何かを学ぶ姿勢っていうのを日々見せていれば、彼らが学びに対してどうやったらそれが良くな

るんだろうって、自分の中で学びってどういうものなんだろうっていうことを考えた時に、1つの参考にはなるんじゃ

ないかと思うんですね。ですから僕たち自身が、学びを楽しんでいく人間になるというのが、一番実は子供にとって楽

しんで学んでいける子どもになる 1つのきっかけになるんだろうなというふうに思います。全てのことが僕は 1つのこ

とに集約されるんだろうなと思うんですけれども、まず人を変えようとするんではなくて、自分が変わることで周りが

変わって行くんだ、自分が変わることで自分を写す相手の反応がどんどんどんどん変わって行くんだ、ということを僕

たちは知るべきだと思います。それは対子ども、対同僚、対上司、対部下、いろんな人に対して全て同じことが言える

と僕は思っています。で、そのためにですね、僕たちが学んでいくきっかけはどうやって作っていくのかなんです。 

魂の震える生き方に出会う 学んでいくきっかけは魂の震える生き方に出会うというのが、僕は一番手っ取り早いと思

います。魂が震える生き方です。思わず「うわー、スゴイ」ですとかね、なんか鳥肌が立ってしまう、そんな生き方に

触れられればいいなーって思うんですよね。つまり、心に火をつけて生きている人に出会うという事です。そんな人と 

出会って行ければ、夢を持つ事もすごく簡単にできると思います。そうやって生きている人は、

やっぱり夢っていうものをすごく大切に生きています。そんな人に触れると、心が熱くなって「自

分も!」っていうふうに思うわけですよ。「自分も!」って思うんですけれどもね、普通はなかなか

そこまで夢の力を大きくすることがまずできなかったり、「現実問題、自分は…」と考えるとです

ね、なかなかそうなれない自分がいたりするわけです。確かに夢を持つのも、夢があるのもすご

く大切なことだと思います。だけど、「なくってもいいですよ」というのも僕はすごく大事にした

いなと思います。中高校生向けの講演会で「夢はなくってもいいですよ」っていう話をするとで

すね、「安心した」っていう人が結構たくさんいます。「持たなきゃいけないと思って焦ってた」「自

分はダメなんじゃないかと思ってた」っていうふうに言われるんですね。それでは夢がないなら

ないで何ができればいいかって、とにかく目の前のことで一生懸命になって、目の前にいる人を

喜ばせることを考えよう。夢はなくっても良いから、毎日そうやって生きて行けばいいんだよっ

ていうふうに言います。毎日そうやって生きて行くことが、実は最終的には自分にしかできない

何かを見つけ出す 1つの方法なんですね。というのもですね、実は夢を持つことで人生はどんど

ん進展していくという考え方の中に 1つの落とし穴があるんじゃないかな、夢よりももっと大き

なものがあるんじゃないかな、って僕は思っているからなんです。 

夢の力より大きい? 今からお話する内容も受験生から教えてもらったんですけれども、それはで

すね、夢の大きさで行動するかどうかが決まっているわけじゃないんだなあ～っていうことなん

です。例えばある生徒には、どうしても行きたい大学がある、けれど、、勉強は、、、しない。大人

としては「どうしても行きたいんだったら勉強するはずでしょ???」って思うんですよ。そこには

「夢があれば行動できる」「その夢を本当にしっかり持ってて、どうしてもそれを実現したいって

心から思ってるんだったら、人は行動するハズだろ」っていう大前提があるんですよ。つまり、

手に入れたいと思う未来に対する思いが強くっても行動を起こさない人がいるという事実から、

実はどうしても手に入れたい未来というのだけが人間の行動の原動力ではないということが解る

んです。じゃあもう 1つの人間の行動力の原動力って何かって言ったら、それは恐らく「嫌なこ

とはどんな手を使っても避けようとする」ということだと思います。ここが一番恐ろしいと思う

んですけれども、その一番いやなことが避けられるのであれば、どうしても手に入れたいものな

んか手に入んなくてもいいと思うのが人間だと思います。これは子どもだけじゃなくて、大人も

そういうルールの中で生きていたりします。例えば、そのどうしても手に入れたい未来が「作家

になることです」だとして、「どうしても避けたい未来って何でしょう」っていうふうになった時、

「家族が食べていけないことです」かもしれません。どうしても避けたい未来は、どうしても避

けたいので、そのためには自分の夢はなくなってもいいやっていう選択を多くの人はします。僕

たちは「だからダメだとか、だからイイ」という問題ではなくて、僕らの行動の原理というか、

大元の中にそういうものがあるっていうことを知らないとダメだと思うんですね。            ↗ 

人によって嫌なことは違うでしょうが、それに

よって自分が何を選択して行動しているのか

っていうのが、実は夢の大きさではないところ

で変えられています。僕らはそのことを知って

おく必要があるなと思っています。つまり、自

分の中でどうしても手に入れたい未来ってい

うものを考えて、自分の中でどうしても避けよ

うとしているものが何なのかを考えた時に、果

してそれはその未来を手放すのに値するもの

かどうかを判断できるからです。僕たちは今、

何を避けようとしているんだろうなっていう

ことを自分で考えてみる時間っていうのが僕

は必要な気がします。で、僕はそういうふうに

して、自分が避けようと思っているのは何だろ

うなっていうことを考えるわけです。自分が避

けようと思っているものがどうでもいいよう

な場合も多いんですよ。例えば自分のプライド

だったリ、そういうものが穢されるものとか、

そういうことにふと気付かされることがある

んですね。その時にそんなんじゃダメだねって

自分で思います。自分の夢を捨てるに値しない

なっていうふうに思います。だからここはもし

かしたらちょっと嫌かもしれないけれども、我

慢するところかな、ここは勝負するところかな

っていうふうに思える。そんな毎日を僕は送ろ

うというふうに思っています。自分が手に入れ

たい未来が解って、今自分が避けようとしてい

ることは何か、自分にとって一番嫌なことって

何かがわかったら、じゃあどういうふうにして

変わっていくかっていうことになるんです。変

わるということに今度は焦点を当てて話をし

ます。 

続きは次号で♪まとめ:小林義和 

  英語での日時の書き方   
   

さて、本日は英語での日時の書き方をおさらいし

ましょう。 

まずアメリカ式とイギリス式の違いですが、 

「アメリカ式」は、「月、日、年」の順になり 

「イギリス式」は「日、月、年」となります。 

書き方を記している良いサイトを見つけました。

上からフォーマル→カジュアルです。 

(very formal はどちらも同じ) 

＜例文 2016年 5月 15日の場合＞ 

では、今度は文で見てみましょう。ここではアメリカ式を使います。 
   

 “The meeting will be held in August 2016.”（月だけの場合） 

 ここに曜日が入ると曜日の前の前置詞が変わり、月の前にコンマが必要になります。 

 “The meeting will be held on Wednesday, August 17.” 

更に文が続くと日時の後にもうひとつコンマが必要です 。 

“The meeting will be held on Wednesday, August 17, and the subject is (will be) how to expand 

our business in the community.” 

そのまま時間が入る時は、コンマは要りません。 

“The next meeting will be held on Wednesday, August 17 at 10 a.m.”  

「hold」の過去分詞「held」以外を使った言い方もあります。 

①“The meeting is scheduled for August 17 at 10 a.m. and is expected to last for an hour,”(後の文

が主語述語を含んだ節でない場合は a.m.のドットの後にコンマなしです。)  

② “……..10 a.m., and it is expected to last for an hour.” 

①が後の文の主語を省き、前の文の主語の「The meeting」に続くのに比べ、②では it isと書

き直し新たな節を入れているのがわかりましたでしょうか？ 

更に②に曜日を入れたい時はコンマで切るのが正式なようです。 

“The meeting is scheduled for Wednesday, August 17, at 10 a.m.”        それではまた〜。Rie 
  

アメリカ式  

the Fifteen of May, 2018 

May the 15th, 2016 

May 15, 2016 

5/15/2016  

5/15/16  

イギリス式 

the Fifteen of May, 2018 

15th May, 2016 

15 May, 2016 

15/5/2016  

15/5/16  

 


